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チョウセンハマグリの発生にふよぼす環境要凶の

影響に関する研究－Ⅰ

チョウセンハマグリの発生初期における適温適比重．とくに低温，低比重の影響について

和良脛＿却警田中鰯太郎㌔閏サツ讃二宮直㌔掠

本研究は茨城県水練試験場の委託をうけ，チョウセンハマグリの発生と環境要因に関する影響を明らかに

●　することを・目的としている∩
ここで上土．本年度行なった上記の課越についての研究結果を述べる。

ところで．チョウセンハマグリの増殖に関する研究は少なく．（1－5）初期発生については．最近になって

明らかにされたくらいで，発／1三初期における環境要田の影響については．全く知られていない。

報告にあたり．材料の入手をけじめ，種々と配膳をいただいた岡田場長をはじめ．渡辺増殖部長，増殖部

真帆．山田技師そのほか増殖部員の諸氏に，深甚なる謝意を衣する。

材料および方法

供哀材料H1987年7月19日にも　茨城県政島艶の鹿島港内で採集したもので．穀長は4～10Cnの範

囲のものを用いた。

卵と精子は，母月に．後述のような温度刺激（干出刺激を併用）を与え　放汎放精を起させたものを用

いた。

●　受精卵の発生速記かエぴD状幼射）適温突放にれ受精卵と幼生を収容した5000Cビ‾カ‾を10

0につし一一てH・あらかじめ　気温を調節した電冷ショーケース内に．15．20．250Cについて巧　7ク

アトロン使用による恒温水槽中に，5D℃については．熱帯魚用のヒーターと温度調節器による水槽中に

それぞれ設置して行なった。

せた．受精卵の発生適比亀および【）1人幼生の適比束については，比重1．0258と1．0259の海水を蒸

留水で．後述の農産に稀釈した海水20cc中に収容して行なった（飼育容器は径　C椚　高さ2e贋のふたつ

き　ガラスシャーレ）。

なか．実験は1987年7月21日～8月S E】の胤に行ない．実験期間中．換水・送気は行なわなかった。

※　東海区水産研究所璃殖部

落※　西部化学
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1．産卵誘発

産卵誘発は，あらかじめ，水温15．20．250Cの海水中に母員を収容しておき．それらの温度から水

温を上昇させて，28～290Cになったとき停止し，産卵するのを待つという方法で行なった0その結果

15℃と25℃の場合は不成功で，20℃からの誘発が有効であった○なお，この場合の塩鮭は1分間に，

0．5Cの割合で，昇温させた。以下，2DCからの誘発結果について述べる。

a）誘発泰：7月21．28、278．8月1．2日に行った反復利敵を含む利敵回数は計12回で

このうち，堆のみ反応（放精）は8回，雄雌同時の反応は2回であった。また，誘発率は4－20％

であった。

b）産卵個体の大きさと産卵時勘：今回の放卵。放精個体の大きさは，穀長45－92腔の範囲のもの

で，水温を，約50分間に，20℃から28－9℃に上昇させたときに，産卵を始めたが．つねに．

放柿が故卵に先行した。また産卵時間は雄・雌ともに10分前後の場合がほとんどであった。なお一

度反応した個体は刺激のつど，反応する傾向が認められた。

2．受精卵の発生適温・適比重

この実験軋放卵・放相が同時に行食われた7月21日と27日に2回行なったので，それらの結果を合

せて述べる。（表1・2参照）
衰1　受精卵の発生適温龍田

水　 温 1 0 ℃ 1 5 ℃ 2 0 ℃ 2 5 ℃ 2 8 ℃

5 n 2 一一 4 C 4 一一 8 C ld ・、・B 戚・－ B 8 ・－ Q

2　0 5　2 C 一一B M 、　 T T T ′、Ⅴ Ⅴ

2 7 B ・、T　a T　a Ⅴ Ⅴ Ⅴ

5　2 T a T a Ⅴ Ⅴ Ⅴ

7 2 T　a T a Ⅴ Ⅴ Ⅴ

注　C　細胞　　山　東実朝　　B　胞胚　　0　嚢胚　　でa　春型担輪子
で　巷輪子，　Ⅴ　被面子

表2　受精卵の発生遭比範囲

海水 中 1 0 【I 9 0 8■0 7 0 6 0 S O 4 0 5 0 2 0 1 0

比　 重 1．0 2 4 1 0 2 2 1．0 1 9 1．0 1 7 t O 1 4 1．0 1 2 1．0 1 0 1．0 0 7 t O O 5 1．0 0 2

1 5 b 8 C 4・・、8 C 4 C 4 C 2一一4 C 2、4 （コ 2 C 1√ D D

5　 ′ M 1 °0・－M 1 °0－山 1 d C ・－絨 1 ‘C 4 C 2 C D D D

8　 ク で T T で 腑、B u D D D D

2 1　 ′タ Ⅴ Ⅴ Ⅴ ワトーⅤ T a D D D D 8

注，　C・M・B・Ta・T・Vは第1表と同じ
D　へい死卵
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a，　発生適温

受精卵は最初の5時間後の観察で，10。Cで2－4細胞，15℃で4－8細胞，200Cと25℃で桑

実期～胸胚期，28。C（室温）では，卵膜内で胚が回転運動をしているのが認められた0

っぎに，20時間の観察で班．10℃で．52細胞一月胚期のものがあつたが，そのほとんどが，へ

い死していた。15℃で汚染実拗～担鈴子のものが認められたが．春型が多かった。20℃では担梅子

が．25℃では担輪子と被面子（D状幼生）の両者が認められたが，5／4くらいのものがD状幼生で

あった。28℃では全部がD状幼生に発生していた。

その後．，27．52．72時間後に観察な行孜ったが，総括すると・10℃ではわずかか個体が春型

胚で遊泳し，15℃では担玲子以上に発生するものがをく，また寄型が多く，200C以上28⊂bまでの

ものでは，正常をD状幼生に発生していた。

以上のことから，チョウセンハマグリの受精卵は20－28℃の間で発生し15℃以下の低温では

発生に悪影響を与えることが判った。

b．　発生適比重

受精卵は最初の1時間半後の観察では，100％海水で8細胞・90％海水で4～8細胞・r70～8時

界海水で4細臥50－80野海水で2～4細胞．40％海水で．わずかに109もくらいの卵が．2細

胞を示し，濃度の低下につれて∴発生速度が遅れる傾向が見られたが．50％以下の海水では卵の分割

は見られなかった。

っぎに＿，5時間後の観察では．188払海水の卵が桑実期に，70－90％の海水では．1d～52細

胞が主体であったが，桑実期のものが，若干認められた。

鼠た，809海水で18細胞のものが．509摘水では4細胞で発生がとまっているものが大部分で

あり，40％海水では前とP‾」じく．2細胞のまi．とどせっていた。

8時間後の観察で4，70～100界の海水中のものけ，担端子に宏って，遊泳していたが　7D

海水中のものは，50～40％のものが杏型であった0809摘手水では桑実期と胞胚期のものが認めら

れ卵膜のなかで回転する胚も見られた0509も海水では粂突期になっているものがあったが，大部分

のものは発生が前より進んでいをかった。40％海水では　卵酬ほとんど　死んでいた0

20～21時間後にかいては●　70～100笹海水で　D状幼生が観察されたが，8095海水に■．担輪

子のものがわずかに－また70％海水に半数近くの担輪子が認められた0809ら海水でH，担輪子のま

まで発生は進まず・春型のものが認められ・509滴水では・ほとんどの卵が・ほう壊し・40％海水

の卵は全部死んでいた。その後，7D～100野の海水中のD扶助射l・27、52・71時間後の観

察においても・とくに・異常控認められなかった。

以上のことから■チョウセンハマグリの受精卵昭一7D9滴水り15℃換算比重1・017より18

09海か1．024の間で正常に発生し・1・017以下の低比重机発生に悪影響を与えることが判っ

た。
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5．1）扶助圧の適廉い工適鯉川‾l＿

この′長駆に供試したU扶助吐け，7月27日に受机させたものを．それぞれ用いた（第5，4衣参照）。

衣51り幼畑（り過漕．範l川

水　　　 温 1 0 ℃ 1 5 ℃ 2 0 Dc 2 5 ℃ 5　0 Dc

h
1 十 十 十 十 十

　 〝
2 4 十 十 十 十 十

　 〝
5 2 十 十 十 十 十

　 〝
7 2 十 十 十 十 十

　 〝
9 8 十 十 　 十

l　　 】
十

－

誰．　十　生存．　　一　へい死

表4　D扶幼址の適比走前脚

海 水 ％ 1 0 0 9 0 8 0 7 0 d O
5 0」

4 0

1．0 1 0

5 0 2 0 1 0

比　 並 1．D 2 4 1．0 2 2 1．0 1 9 1．0 1 7 1．0 1 4 1．0 1 2 1．0 0 7 1．D O 5 1．0 0 2

2．5h
十 十 十 十 十

十 稚‾ 十 九 十 溝 卜 廉‾

十 才2　7　　 〝 十 十 十 十 十 十 半 十 来 十 珠

4　9　　 〝 十 十 十 十 十 十 米 1－サ
－ －

1 7 2　 〝

l

十 十 十 十 十 十 臭 　 十 朱

l
－ － －

乱　十　生祐　十水面盤を凸出した被面子（D状）幼生　－　へい死鋸1

a．　適温範囲

最初の1時間後の観察で軋10．15．20．25．5口七のいずれの水温ル二かいても．幼生は正

常に遊泳していた。

つぎに．24時間後の観察では，10℃の幼生の約半数か．運動を停止して．かすかに，せん毛を動

かしていたが．15－50℃のものは．正常に遊泳していた。

52時間後にかいては，10℃では幼生の大部分が運動を停止し．500Cの幼fl三折やヤ運動が不法擬

であったが，15℃と2D℃のそれは正常であった。

72時間後の観察では，幼生の状態は前とほとんど変っていなかったが，せん毛虫の発生が認められ

た。

98時間後にかいては．10℃と15℃では変らなかったが．2D C以上の幼生は．せん毛虫の急敵

l
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な繁殖によカ●へい死個体が大部分で，生存個体は極めて少をく■　500では生存個体が認められなか

った。恵か，50℃の幼生は7d時間後せⅦムわずかを個体が生存していた。

したがって，このようをせん毛虫の悪影響が現われてきたので，98時間以後においては，海産だけの

影響ということが，いえなくなった。しかし，その後一約5日と7日後の観察においても，10－250C

で．遊泳している幼生がわずかに認められた。

以＿上のことから，D扶幼生の低水温の限界が10℃であることが判った○しかし，高温の限界はせん毛

虫の発生の影響があったので，明確にはいえをいが．28てC（室湿）で正常を発生が見られ，50℃にか

いて，78時庭生存していたことから，限界は5D℃くらいと思われる。

b．　適比重範囲

最初の2～2．5時間後の観察ではd0－100％海水中の幼生は．括倭に遊泳していた。50～50％

海水では，幼生牲遊泳器官である面盤（Vel11m）が凸出して，運動が不活倭であったが，とくに　5

0％海水中の幼生は，ほとんど動いていなかった。20％海水では，貝殻を開き，面盤を大きく凸出して

いたが・10％海水で打，すでに，面盤を凸出してへい死していた。

つぎに　27時間後の観察では，40－100労海水中のものは前と変りは左かったが，50％海水中

のものは・ほとんど動かず．209らのものは，わずかに，せん毛を動かしていて，へい死直前と思われた

49時間後の観察では，同様に．5D～100％海水の幼生は．依然として変らなかったが．20％の

ものは・へい死していた。

さらに・72時間後において払　4ロー100％海水の幼生は．49時間後と変ら浸かったが，50％

海水中の幼生はほとんど・へい死していた。

その後，適温実験の場合と同様に，せん毛虫が急散に増え，これの影響と．海水の蒸発による影響が，

若干見られたので▼80時間で実験を中止した。この時の観察でも，80－10ロ％海水中の，生存して

●　　いた幼生は前と変らず，ただ　dO・70％海水のものが・80～100％海水のものに比べて，不清談

孜ものが多かった。

以上のように，チョウセンハマグリのD状幼生は，80％海水　すなわち．15℃換算比重1＿014か

ら．100％海水1．024の範囲で，異常なく遊泳していたことから，適比重はこの範囲と思われる。

考　　　　　　察

前述のように・チョウセンハマグリの発生初期における環境要因（今回は水温と比重）についての報告は

全くないので■　今回の実験結果を，内湾性のハマクリのそれと比較してみる亘6）きず，受精卵の発生適温は

ノ、マクリでは19－510Cであるので．今回の20～280Cとほとんど一致する。ただ．28℃以上の高温

部の実験を行なブ⊂いないので，なんともいえないが．恐らく，ハマクリのそれ近い値（5100）になるも

のと推察される。

つぎに，受精卵の発生適比重は，／、マクリで1，014－1．027であるが．今回のチョウセンハマグリで
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H．1．017～1．024で．低比重の限界に明確な差が認められる。このことH．ハマクリが低塩分の内湾

にて・ヒ息しチョウセンハマグリが高塩分の外海に生息している，自然の分布を考えれば・当然の差異と思わ

れる。

さらに　D伏幼′‡三の適温範囲軋　ハマクリで12～5lOcであるが．チョウセンハマグリでは10－50

Cと思、われ　この結果も．ほとんど一致している。

同じくD扶根の適比砿範匪Ⅰ虹，ハマクリで比，1．014－1・027であるが・チョウセンハマグリでは

1．014－1．024で同様にほとんど一致する。

以上のように，ハマクリとチョウセンハマグリの閲では●受精卵の発生適比重・とくに・低比重の限界に

明らかな差が認められる以外には．発生適温をどに腔ほとんど■差がないといってよい。

また　チョウセンハマグリの産卵期は，20℃以上といわれているが（4）これ控今回の発生適温の低塩の限

界である20℃と一致する。

拍　　　　　要

チヨヰ：センハマクリの発生初期にかける適温・造比比重について実験な行桑い，つぎの結果を得た。

1）産恥兎発に軋水張沌2　℃から　約5　別封に，28－29℃まで上昇させる混慶刺散が有効で

ある。

2）受柑卵の発生適温は2DOc～28℃の範囲と思われる。

5）受称i■i卵の発生造比重Hl・017－1．024の範囲と思、われる。

4）D状幼生三の適温は1ロー5uOcの紺絹と思われる。

5）　D状幼生の遣比重は1．014－17の範囲と思われる。

なお，受粕卵の発生およびD状幼生の生存に影響を及ぼす高比長について沈一今回は実験を行なって

いないので，今後の研究で，遺此蕊の範闇が・高比重の例匿広がると推測されるので・付記したい。
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